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はじめに
　平成12年（2000）１月６日，増・養殖史研究会の第１回会合が東京水
産大学資源管理棟で開かれ，そこで改めて大島泰雄氏の存在の重く大き
いことを学んだ（事務局・東京水産大学資源管理学科資源維持分野内・大野淳
教授）。
　大島氏には，かつて「田内森三郎の自己実現と水産の科学化―寅彦門
下の水産学徒の生涯―」につき調査研究した際に，神奈川県茅ヶ崎市に
あった自宅に，野中忠・東京水産大学名誉教授に案内されて訪れ，田内
研究に関するさまざまな情報や資料を大島氏から提供して頂き，その後
は書面で多くのことを御教示下さり，受けた学恩は計り知れないものが
ある。
　たまたま今回，野中氏の案内で，増・養殖史研究会が発足してその趣
意を知り，「大島泰雄の自己実現と水産学研究」に取り組みたいとの思
いをつよく抱き，この研究会に入会した。
　この「発会の趣意」等については，水産増殖研究会機関誌『水産増殖
研究会報・第 20 号』（1999．12．15）に掲載されており，以下に引用する。
発足の趣意
　水産増・養殖は，漁業・養殖生産の維持・増大を図るための技法
の総体を指す概念であり，特に増殖はわが国に生まれ育った貴重な
概念であります。生産を継続しながらそれを確保するためには必然
的に発生したとも言えますが，特に沿岸・内水面での生産が古くか
ら発達していたわが国でこそ生じた実践の概念です。最近は知識の
発展に伴い，漁場造成，種苗放流，漁業管理，病害，料，生物工
学あるいは経営などの分野の知識の発展とともに，それぞれが独立
的に強調されて来て，増・養殖の用語はその影に隠れて消え去るよ
うに見られます。
　しかし，漁業・養殖生産そのものの複雑さを考えると，いかに細
部の技法が発達しようとも，それのみで生産全体の問題が解決する
わけではなく，それぞれが相補ってはじめて目的を達成することが
できるので，結局それらを統括する考え方が必要になり，それこそ
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は増・養殖の概念そのものですから，一時の流行に溺れて増・養殖
の用語を消し去ってならないと考えます。
　わが国での増・養殖の発展は，故大島泰雄先生の編著「水産増・
養殖技術発達史」（緑書房刊，1994）に詳しく述べられています。元
版（日本栽培漁業協会刊）の表題「水産増・養殖技術史料集―技法の
起源とその展開―」に示されたごとく，そこには増・養殖の技法の
起源とその後の展開が史料に基づいて記されています。この書は，
この分野について意図的に編まれた最初の著作であってきわめて貴
重であり，我われはそこに，増・養殖技法の展開とそれに関わった
多くの先人の事蹟とを知ることができます。
　しかし，この書の成立にあたっての時間的制約，広範な史料の網
羅・整理の困難性，またまた史料となるべき部分の未研究のため，
記された範囲は原論的な技法の発祥に限られ，各論としての各部面
での展開の詳細は，後に委ねられています。
　しかし，現在，個人的営為を別として増・養殖についての過去の
蓄積を整理・評価することを意図した活動は不幸にして見られませ
ん。また，現在の情勢は先端技術だの刷新だとかの旗印のもとに，
とかく過去の経験の蓄積を忘れ，あるいは無視し，更には否定して
進もうとする気配がみられます。
　そこで，そうした情勢下でこそ，増・養殖の残された歴史各論部
分を積極的に発掘し，整理し，補い，そこに蔵されている知恵を再
認識し，現実の問題解決に貢献すること念願して，水産増殖研究会
のひとつの運動として「増・養殖史研究会」が発足しました１）。
　かくして第１回会合当日には会の趣意にそっての参加者各人からの研
究課題が報告されたが，提案者及び提案課題は以下の通りであった。
提案者　　　提案課題
 
秋元　義正　①水産増殖が展開してきたなかでの問題点の整理と，これから
の対応の検討。
大野　　淳　①種苗生産の歴史，特に海外との対比。②江戸時代の増・養殖
にかかわる「おきて」。③増殖の考え方。④海外を含めた養殖の
維持についての考え方。
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大場　俊雄　①各種の種苗生産技術開発史。②海士・海女の漁業実態の変化
についての聞き取り。③アワビ資源減少の一因としての密漁・
密売状況把握。
岡　　英夫　①ウナギ養殖史，特に病気，種苗，産地等の視点から。
小野征一郎　①200海里以後の現代史，特にサケ・ホタテの増殖，マダイ・ノ
リの養殖。
影山　　昇　①大島泰雄研究。
佐野　和生　①種苗生産を支えた餌料生物生産技術の展開。
須田　　明　①養殖と栽培漁業，養殖と漁業との関係。②養殖と増殖の関係。
野中　　忠　①増殖事業の考え方の変遷，栽培・沿整等。②指定試験の整理。
③先人の事蹟　柳　楢悦・徳久三種・木下虎一郎・藤森三郎等。
③文献集成。④水族館史。
本間　昭郎　①養殖と増殖の関係，ホタテ・瀬戸内のマダイ・ノリとアサリ
等。
増井　好男　①黒田伝太。②ウナギ・ニジマス養殖の推進者。③ノリ養殖。
④海外への漁業発展史。⑤海外漁業発達史文献解題の整理・公
刊。
山川　　紘　①岩礁域・砂浜域で，場の基準を把握するための方法論の提
起。２）
　ここにおいて大島泰雄研究が始まったのであるが，本論考では「大島
泰雄の自己実現と水産学研究」の全容を描き出してみたい（以下「敬称」
を略す）。
　Ⅰ　幼少年期
　大島泰雄の生年月日は明治 41 年（1908）１月１日である。
　父は大島泰信，母はもとの長男として東京都江東区千歳町２丁目の西
光寺で誕生した３）。
　父は僧職であると同時に浄土宗の宗教大学（後の大正大学）で，教授
として 70 歳過ぎまで宗教学の講義を担当した仏教学者かつ教育者であ
った４）。
　父については泰雄の弟である覚（作家・武田泰淳）が『朝日選書 36・
ほんとうの教育者はと問われて』中で，「僧侶の父」こそ自分にとって
の最高の教育者であったと父親像を描いているので，その一文から引用
してみよう。
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　私の父は，目立たない平凡な僧侶だった。目立つのをきらう性格
だった。「本当の教育者」などと息子に言われたら，きっと恥ずか
しがりイヤがることだろう。
　貧乏寺で生れた私を養育し，学資をあたえ，いつでも私を注目し
て，誤った方向へ走らぬよう導いてくれたのだから，私にとってこ
んなありがたい保護者はいない。（中略）本郷から田端まで連れて
行かれ，高いがけから線路を見おろし，父と肩を並べて汽車をなが
めているのが，楽しかった。
　中学にはいると毎晩，一時間ずつ『十八史略』『日本外史』を講
義してくれた。一年間つづくと「今年はよく勉強したな」とほめて
くれたが，ほめる時，物品を買いあたえることは全くなかった。
　仏教大学の月給はおどろくほど安かったし，母も子どもたちもよ
く病気した５）。
　弟の覚は母のことも回想している。
　母が派手ずきの美女，おまけに社交ずき，外出ずきだったから，
地味ごのみの父とは暮し向きの意見が対立した。両親が口げんかし
て，母が地面へとびおりて逃げたりして，びっくりさせられても，
私はだれよりも両親が好きであった６）。
　子どもの面倒をよくみ，「出しゃばらないで，くそまじめで，しかも
最後まで可愛がってくれた人は，なつかしい。忘れられない。父は一生，
酒も煙草も手にしなかかった。」７）
　弟に対してと同様に，兄の泰雄にも父や母は深い愛情をもって接した
ことだろう。
　ところで大島泰雄には覚のうえにもう一人の弟・信也（夭折）と妹・
まゆりがいた。
　そして幼時の大島は本郷白山にある潮泉寺で育った。
　ついで大島の学歴を辿ってみよう。
　　大正９年（1920）３月　誠之小学校卒業（東京都本郷区西片町）
　　　　14年（1925）　　　　私立京北中学校卒業
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　　昭和４年（1929）　　　　浦和高等学校（理科甲類）卒業
　　　　７年（1932）３月　東京帝国大学農学部水産学科卒業
　　　　　　　　　　４月　東京帝国大学大学院（～６月）８）
　また小学生時代から大学生までの大島の自己形成期の模様については，
妻・淑が「八六年のことども」（『大島泰雄先生を偲びて』）で以下のよう
に記述している。
　本郷の誠之小学校に入って，低学年の頃，得度を受けました。父
が用事であちこちの寺へ出かける時は方々の寺へ連れていかれて，
将来はお坊さんになるように育てられたのでしょうか。衣食住は極
めて質素，本はもとより文字の書かれた物一切を大切にして，整理
整頓が上手だったのは，父の教育のおかげだったと思います。私立
京北中学三年の時関東大震災があり，叔母一家が行方不明になった
ので探しに行ったり，種々な経験をした様です。潮泉寺には深い井
戸があってお墓参りに来るおばあさん達につるべで水を汲んで上げ
たりして喜ばれたとか，ハーモニカの好きな少年だったそうです。
　浦和高校理甲に入学してからは通学に時間がかかり，放課後は一
人で黙々と走り幅跳びの練習をしたり，絵を画いていたとか，同窓
生の田村徳一郎氏や稲村桂吾氏から伺いました。昭和二年頃大震災
の復興で西光寺を建て直す時，住職の伯父（渡辺海旭師）に頼まれ
て描いた蓮の花のデザインが今も墓地の入口の扉や彫りに残ってい
ます。
　その頃の二，三年，夏休みに沼津の重 寺
シゲ
 へ避暑に行ったことがあ
デラ
りました。漁師の家の二階を借りたので，朝起きればすぐ目の前の
突堤で釣りが出来ますし，沖の淡 島へボートで遊びに行ったり，青
アワ
年団の合宿所に行ったりして漁師の生活を垣間見たのが水産へ進む
きっかけとなったのかも知れません。
　昭和四年に，東京帝国大学農学部水産学科に入学。翌年父が長泉
院の住職となったので中目黒に引っ越しました。当時農学部は駒場
でしたので，通学が楽になりましたし，学生が少なかったので学内
対抗の競技に引っ張り出されたりして，私の兄（戦死）達と一緒に
ラグビーやボート等スポーツも楽んだのだと思います。昭和七年大
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学卒業９）。
Ⅱ　東京帝国大学農学部入学と副手嘱託・助手時代
　１　農科大学水産学科の創設
　水産学科は明治40年（1907）４月，当時の東京帝国大学農科大学に水
産学第一・同第二・同第三及び水産海洋学が新設され，同 43 年（1910）
４月，さきの４講座構成の水産学科が農科大学に創設された 10）。
　創設の理由は，「海国であるわが国の地勢上，国富の増進をはかるた
めの一つとして水産業の発達に努めることが必要であって，水産に関し
て学術上の理論およびその応用を教授し，または攻究することが緊要で
ある」11）ことが認められたからである。
　その後，大島泰雄が昭和４年（1929）４月に入学するまでの水産学科
の歩みは以下にみる通りであった。
明治43年９月　明治41年理科大学附属臨海実験所（元，三浦郡三崎
町大字小細代字城の内）に学生の臨海実習を行うため実習場を併
置することが決まり，敷地 7000 余坪を買収，実験室・寄宿舎
の増築を行い，本年完成。
大正２年（1913）６月　分科大学通則学士称号規程第一条を改め，
水産学士の称号を加えた。
大正２年７月　第一回生（明治 43 年９月入学）卒業。
大正８年（1919）２月　分科大学が学部と改称される。
大正８年３月　学部の教制を改正し，従来の学年制を廃して科目制
を採用，各専門学科に須要な基礎的科目を必修せしめる外，授
業科目の選択を自由ならしめた。
大正９年（1920）７月　学部通則中改正を施し，学年は４月 1日に
はじまり，翌年３月 31 日に終ることを定めた。
大正10年（1921）５月　農学部卒業者は卒業学科の区別にかかわら
ず，一様に農学士と称することとした。
大正 12 年（1923）８月　水産化学講座増設。（大正 12 年９月１日関東
大震災，農学部には全焼・壊滅の被害なし）12）
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　また創設当時，第一講座は岸上謙吉教授，第二は石川千代松教授が兼
担，第三は町田咲吉教授，水産海洋学は原十太教授がそれぞれ担任した。
　当時は学年制で，岸上は漁撈論・水産養殖を，石川は水産動物学・水
産病理，町田は水産製造・水質論，原は海洋学・浮遊生物学を講じ，三
宅驥一助教授が水産植物学・細菌学を，奥田譲助教授が生理化学・水産
食物論を担当し，その後増設された水産化学講座は山川洵の担任であっ
た 13）。
　大正８年（1919）４月，農科大学は農学部と改称され，学年制から科
目制に転換，必修科目と選択科目とが設けられる。そして水産学原論・
漁政論とともに基礎・基本となる動物学と化学分野の分化した科目が大
幅に加わり，後に若干の選択科目が必修科目に移る教科目改正もみられ
たものの，昭和26年（1951）に新制大学として新発足をみるまでの旧制
時代の教科目の骨組みはそのまま存続している 14）。
　２　学部入学と院生・副手・嘱託助手時代
　昭和４年（1929）４月入学の大島泰雄の２年後輩の花岡資は，学部学
生から主として副手嘱託・助手時代の頃の大島につき，次のように回想
している。
　私は入学した時から，プランクトンを勉強したいと思っていた。
（中略）雨宮先生に紹介して戴いた油壺の実験所に行っては，湾の
内外で採集してきたプランクトンの試料で動植物の種の査定につい
て，両先輩（田中於莵彦助手と松江吉行副手）の御指導をうけ乍ら勉
強した。（中略）油壺の実験所にしばしば出入りするうちに，同じ
ように油壺湾周辺の岩場に分布する生物群，特に甲殻類について熱
心に研究を続けておられた同先輩（大島泰雄）と次第に懇意になり，
よく話を交えるようになり，氏の穏やかな，且つ指導者としての風
格を自ら具えた上に，ひとなつっこい性格に次第に魅せられていっ
た 15）。
　水産学徒としての道を歩み出した大島の若き日の一面がうかがえる一
文である。
　学部を昭和７年（1932）３月に卒業した大島はそのまま同年４月に大
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学院に進学するが，同年６月には「東京帝国大学農学部副手嘱託」を，
さらに昭和 10 年（1935）10 月には同「助手」の辞令を受け取る 16）。
　さらに副手嘱託・助手時代の大島につき，妻・淑の次にみるような回
想がある。
　昭和七年大学卒業。副手・助手の間は，暇を作っては三崎の理学
部附属臨海実験所に通ってイセエビの仔どもの研究をしていました。
昼も夜も独りでボートをこいでプランクトンネットを曳いていたそ
うです。実験所の雇員の木村重さんの協力を得て岩の間からイセエ
ビの仔どもを見つけたとか。その後イセエビの研究は井上さん，野
中さん，橋高さんその他の方々によって引継がれ，日本培養漁業協
会伊豆事業場で伏見浩さん達が稚エビまで育てたときは，大変喜び
ました。イセエビの増殖への道が開けたことを嬉しく思います。
　昭和 10 年頃三崎にいた時，たまたま葉山から船で油壺の臨海実
験所（水族館）に遊びにいらっしゃった昭和天皇に，雨宮先生と御
一緒に種々の標本をお目にかけたり御説明申し上げたりしたと申し
て居りました 17）。
　なお，この回想に出てくる雨宮先生というのは雨宮育作教授のことで，
水産学第一講座担任の岸上謙吉教授が昭和３年（1928）に停年退官後，
雨宮助教授が講座を担任することとなり，翌４年（1929），つまり大島
が農学部水産学科に入学した同じ年に教授に昇任し，その後同 25 年
（1950）まで担任教授であった 18）。
　雨宮教授夫妻の媒酌で昭和12年（1937）に長泉院にて大島は海老原淑
と仏前結婚しており 19），雨宮には公私ともにお世話になっている。
Ⅲ　助教授昇任と農学部附属水産実験所時代の研究活動と　
家族の動向
　農学部水産学科は創設以来，臨海実習及び研究の場として理学部附属
臨海実験所（神奈川県三浦市）を利用していた。
　同所は地理的に外洋性生物の研究・実習には最適だが，内湾浅海生物
を対象とする場合とか養殖関連の研究・実習には不適で，学部として他
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の好適地を求めていた。
　それが昭和 11 年（1936）に地元（愛知県渥美郡旧泉村）や地域の私鉄及
び養魚企業の土地・建物の寄付があり，愛知県知多郡知多町新舞子と渥
美郡渥美町伊川津の２ヵ所に分設というかたちで，農学部附属水産実験
所が創設されることが決定した。官制は昭和 11 年７月 21 日に施行をみ，
同年７月にまず新舞子実験所が，続いて翌12年（1937）秋には伊川津実
験所が開所している。そして設立当初から，教官定員として助教授１名，
助手２名が新舞子・砂川津の両地に分かれて勤務・研究に従事，さらに
は水産学科の教官や大学院生も常時何人かは滞在して研究を行うことと
した 20）。
　かくして大島泰雄は昭和 11 年１月，東京帝国大学農学部助教授に昇
任，ついで農学部附属水産実験所勤務を命ぜられ，同年 11 月着任以来
同実験所での約 15 年にわたる大島の生活がここに始まることになる 21）。
　なお，新舞子実験所には開設当初から水族館が附置されており，研究
施設であると同時に，水族や水産に関する社会教育施設としても一般に
広く公開されている 22）。
　また水産実験所時代の大島の研究活動については，『東京大学百年
史・部局史二』中で以下のように集約されている。
　すなわち，「水産生物の生態に関する研究」として，「大島泰雄はフナ
クヒムシ，イセエビ，ギヌ，アイナメ，イカナゴなどの生態を研究する
とともに，沿岸の藻場に集まる稚魚を定期・定量的に採集して沿岸重要
魚類の繁殖保護に関しての藻場の意義を明らかにする研究を行った」23）
と。
　さらに水産実験所時代の大島の具体的な研究業績については，門下の
中村中六が次のようにまとめている。
　実験所業績集の中にあげられている大島先生の論文の数は一六あ
りますが，それを内容から分けて見ると，実験所にこられる前，つ
まり三崎の時代から研究を始められ，持ち歩いておられたものが四
つ，実験所に来てから新舞子，伊川津附近の沿岸に棲息する生物の
生態について研究されたものが七つ，そして先生が独自の発想から
計画，実験された魚の行動に関するものが四つあります。イセエビ
の仕事など，新舞子に来てから論文として実を結んだものが第一の
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部類に入るものであり，沿岸浅海との魚介類の生態についてまとめ
られたものが第二の部類で，先生の学位論文となった「藻場と稚魚
の繁殖保護について」（水産学の概観）が正にその中心となるもので
あります。これは昭和十四年の春から主として伊川津湾で進められ
た二人曳稚魚網による採集物や打瀬網漁獲物の中から魚の稚魚を集
め，同定，計測して，これを基にまとめられたものです。（中略）
先生は研究の上で，自ら新しい着想を産み出され，また若い者のそ
れをよく理解してこれを伸ばすことに秀でておられました。白い板，
黒い板の上でクロダイの行動の観察も一時，先生が夢中になってや
って居られたことを想い出しますが，これが後年魚礁の研究の基礎
になっていることはよく知られております。実験所時代のお仕事の
中で一般には余り知られていないことの一つにボラの川養殖のこと
があります。名古屋に近い海部郡の立川，膳太川などという約一〇
本の農業用の水路でのボラの粗放的な養殖について調べたもので，
先生も他に報告されたようですが，お許しを得て私の名前でも発表
致しました 24）。
　昭和 13 年（1938）に水産学科に入学した田村保も「新舞子時代の先
生」と題して大島の想い出を語っている。
　私は四年間の軍隊生活を終え，一九四六年に新舞子の実験所にお
世話になることになった。当時大島先生は藻場の稚魚の生態を研究
しておられ，定期的に稚魚網をひき，その結果を整理し，学位論文
に仕上げる忙しい毎日を送っておられた。
　実験所長は雨宮教授で，ふだんは東京におられ，大島先生は助教
授で新舞子実験所の責任者であった。農林水産講習所（現在の東京
水産大学）の教授で水産物理学の田内森三郎先生が時々新舞子にみ
えた。実験所長の雨宮先生と偶然同じ日にみえたこともあった。水
産学の両大家は大島先生を交えてなごやかに歓談されていた。この
ようなことを何げなくなさった大島先生のご努力と，またこのよう
なことを可能にした先生のご性格とが今日の日本水産学会のすっき
りした形になるのに大いに役立ったものと思う 25）。
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　ここには敗戦後の混乱の中で，雨宮・田内両教授を交えていち早く日
本水産学会再建のための裏舞台で尽力した大島の知られざる一面が紹介
されている。
　ついで妻・淑の記録で，水産実験所時代の大島一家の動きをみておこ
う。
　昭和一三年に長男（泰毅），一七年に次男（泰敬），一九年に三男
（泰克）が生れ，実験所の皆さんや学生さん達に可愛がって戴きま
した。戦争が激しくなって，新舞子は名古屋空襲の通り路となり，
夜となく昼となくＢ 29 が通り過ぎました。警報が出る度に，国民
服に戦闘帽を冠った主人が玄関の前で直立不動の姿勢で「状況を判
断して善処しなさい」と，幼い子供達を抱えている私に命令を下し
て実験所に飛んでいった姿が今でも目に浮びます。（中略）昭和二
四年に長女まやが生まれ，翌年の夏茅ヶ崎に転居いたしました 26）。
Ⅳ　東京大学教授時代と学内外での諸活動
　１　新制「東京大学」への移行
　農学部水産学科は戦時体制下にあった昭和16年（1941）４月に水産学
第四講座が増設され，当初は雨宮育作（第一）と森高次郎（第三）両教
授の兼担で，その目的は「大正中期より昭和初期にかけて発展した母船
式工船漁業に関する研究・教育を行う」27）ことにあった。
　だが工船漁業は同年 12 月に勃発した大東亜戦争の推移とともに衰退
し，敗戦後は公海漁業が厳しい国際的規制を受けるなど，苦難の時期が
続いた 28）。
　戦後の混沌とした社会情勢のなかで，何とか水産学科の研究・教育は
続けられたが，昭和22年（1947）９月になって「帝国大学官制」が「国
立大学官制」に改められ，名称も東京大学と改称された。そして旧帝国
大学のほかに第一高等学校・東京高等学校・医学専門学校などの諸学校
も包括され，東京大学内には旧学部以外に新しく教養学部と教育学部が
創設され，新制高等学校から大学に入学した学生は教養課程２年を経て
他の学部にそれぞれ進むことになるのだが，この新制の東京大学は昭和
24 年（1949）５月に発足し，農学部水産学科もこの新制度に合わせて学
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科内容を改めている 29）。
　すなわち，専門教育の年限が２年に短縮されたことで教科目は大幅な
改正をみ，単位制の採用により，選択科目数も著しく増加したものの，
「初めに水産学の基礎分野の全体を広く教育するという学科の方針には
変更はなかった」30）点は特記されよう。
　２　教授昇任と水産学第四・第二講座担任教授
　昭和 25 年（1950）６月，大島泰雄は東京大学教授（農学部）に昇任し，
研究・教育活動の場も東京の地に移った。
　教授昇任以降の学内外での大島の「職歴」は次にみる通りである。
　　昭和25 年（1950）６月　東京大学教授（農学部）
　　　　　　　　　　　　　　水産第四講座担任（1950 ～ 1954）
　　　　　　　　　　　　　　水産第二講座担任（1954 ～ 1968）
　　　　34 年（1959）８月　・神奈川県農山漁村振興顧問
　　　　36 年（1961）３月　・資源調査会専門委員
　　　　37 年（1962）１月　東京大学評議員（～ 1965）
　　　　39 年（1964）７月　・沿岸漁業振興審議会委員
　　　　40 年（1965）８月　・科学技術会議専門委員（～ 1966.12）
　　　　　　　　　　11月　東京大学農学部長（～ 1967.11）
　　　　41 年（1966）７月　・沿岸漁業振興審議会委員
　　　　　　　　　　11月　・日本水産学会長（～ 1972.３）
　　　　42 年（1967）６月　・文部省農学視学委員（～ 1971）
　　　　　　　　　　７月　・大学基準協会専門教育研究部会農学部関
係部会委員
　　　　43 年（1968）３月　東京大学停年退官 31）
　なお大島の在職中の昭和 28 年（1953）３月，新制度による第１回生
（昭和 24 年入学）が卒業し，同時に旧制度最後の卒業生（昭和 25 年入学）
を送ったが，「新制大学院学則」の制定もみ，東京大学大学院（修士課程
２年・博士課程３年）には人文科学系・社会科学系・数物系・化学系・生
物系各研究科が設置されており，水産学専門課程は生物系研究科に含ま
れることになった 32）。
（13）66
　ところで昭和25年（1950）に東京に移ってきて，桧山義夫教授の後任
として大島が第四講座担任教授となる。そして昭和29年（1954）に末広
恭雄教授に替わるまでの間に大島が中心となって第四講座の内容を従来
のものから「水産技術の基礎としての水産動物の生理・形態を扱う方
向」33）にと改めている。
　ついで昭和 29 年に担任教授の石川昌が停年退官した後，大島が教授
定員１名の水産学第二講座の担任教授となり，昭和43年（1968）に退官
するまで第二講座の研究・教育の責任者として活躍する。その間の昭和
32 年（1957）には不完全講座の定員補充が行われ，同年に江草周三が助
教授となり大島の講座運営を支えていていくことが可能となった。
　また第二講座での担当科目（教養面）に言及すれば，戦後の学制改革
に伴って昭和 27 年（1952）に教育課程が改訂され，水産無背椎動物学
（必修２単位），水産増殖学（必修２単位），水産病理学（選択１単位。後に
魚病学２単位に変更），水産生物実験（必修６単位のうち，水産無背椎動物解
剖担当）および臨海演習（必修５単位のうち，水産増殖実習担当）と定めら
れている 34）。
　３　水産学第二講座の研究活動
　「水産学第二講座」については，大島泰雄が『東京大学農学部水産学
科の五十年（紫水会々報記念特別号）』（1960）に６ページにわたり以下の
一文から始まる詳細な講座史（1910 ～ 1960）を執筆している。
　水産学第二講座は明治40年（1907）４月に創設され，始め石川千
代松教授（農業動物第一講座担任）が分担した。大正 13 年（1924）
同教授の退官後は暫く担任教授を欠いていたが，昭和 11 年（1936）
になつて石川昌教授が担任となつた。同教授は昭和29年（1954）に
退官し，同年に大島泰雄教授が担任となつて今日に及んでいる。な
お，本講座は大島教授が担任となつて後，不完全講座の定員補充が
行はれて，昭和32年（1957）に江草周三が助教授となつた。現在こ
の講座の担当部門は水産増殖学であるが，このように講座の担任部
門が定められたのは学制改変以来のことであり，往時水産養殖論は
岸上謙吉教授，石川昌教授（講師・助教授を経て）によつて講義が行
はれ，第一・第二講座間の担当部門は現在のように明確なものでは
65（14）
なかつたという。
　創設以来この講座に関係のある研究者の数は必ずしも多くはない
が，その研究業績は数多いので，こゝではその中主要なものを取上
げて述べることゝする 35）。
　以下，大島の講座史と『東京大学百年史・部局史二』の中の「水産学
科第二講座」の［研究］についての記述を中心にして，第二講座の研究
活動の総体を集約する。
　石川千代松のアユに関する研究は在職中はもちろん，退官後も続
き，なかでも琵琶湖のコアユに関する研究は，アユの河川放流・池
中養殖の基礎となった業績で，広く内外に貢献している。そのほか，
高橋仁助とともに日本の全国各地よりウナギを採集し，その種の分
布とを明らかにしている。さらに脇谷洋次郎とともに日本産のイカ
類に関する研究を行い，この研究は石川昌に引き継がれ，さらに多
くの研究成果が発表されている。
　石川昌はまた田村修・中村中六・八塚剛・大島泰雄らとともに，
カジカ・ウロハゼ・モクズガニ・ニホンアミなどの生活史研究でも
着実に成果を積み上げている。
　石川昌の後任となった大島泰雄は特に水産増養殖に関する研究に
力をそそぎ，崔相・千葉健治・田中二良らとともにスゴカイ・アサ
リ・タイラギ・マダコといった沿岸無背椎動物に関して，さらに江
草周三・小山治行・石田力三らとともにウナギ・アユなどの魚類に
つき研究を展開している。
　ついで海産動物幼期の飼育及びその飼料微生物の培養に関する研
究についても，平野礼次郎・笠原正五郎・野中忠らとともに行って
成果を挙げている。
　さらに増養殖における疫病研究のもつ重要性を大島は深く認識し，
一層の研究の積み上げを江草周三に託している 36）。
　大島の後を託された江草周三を中心とする研究活動についてもここで
触れておきたい。
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　江草周三は増養殖における疫病研究分野の多くの研究者育成に努
力しつつ，種々の疫病の原因・病理を解明する。このなかにはガス
病など環境因子による疫病の研究も含まれるが，主な研究分野は細
菌・真菌・原虫・吸虫といった寄生生物による疫病で，西川朋子ら
とともにウナギのひれ赤病とワタカブリ病の研究に従事している。
　さらに江草は鰓ぐされ（カラムナリス病）・パラコロ病・赤点病な
ど，ウナギの細菌病の原因・病理を若林久嗣・宮崎照雄らと相次ぎ
解明していく。細菌病についてはほかにアユなどのブリオ病や海産
魚の滑走細菌症，サケ科魚の細菌性鰓病などについても研究をすす
め，この研究分野では室賀清邦・疋田宗生・若林久嗣らが協力して
いる。
　あわせ細菌病に関連して，ウナギの腸内細菌相をはじめアエロモ
ナス・ハイドロフィラの病原因子の検討をも江草は，反町稔・郭光
雄・金井欣也らと行っている。また養殖場における化学療法剤の使
用に伴う薬剤耐性菌についても青木宙らと研究に取り組んでいる。
研究活動の分野はさらに拡がり，カビ病については，ワタカブリ病
のほかにアユの真菌性肉芽腫症，ウナギのデルモンスチジウム病，
クマルエビの鰓黒病などについて江草は，畑井喜司雄・福代康夫ら
と研究している。さらに寄生虫症ではブリのクドア症，アユのグル
ギア症，キンギョの腸腫瘤などの胞子虫症につき研究し，これらの
研究には中島健二・高橋誓やA.T.A.Ahmed. らが協力している。さ
らには単世類・チョウ・釣頭虫などの大型寄生虫の分類，生態，宿
主への影響等についても江草は小川和夫・志村茂・長沢和也らとと
もに研究し，多くの新知見を加えている 37）。
　４　教育指導
　水産実験所勤務から東京に移ってからの大島泰雄の講座運営の苦労や
教育活動ぶりの一端については，日比谷京の次にみるような回想がある。
　永い水産実験所の勤務から東京に移られた先生は，講義は水産動
物学などを担当されながら，先々の研究や教室作りのことなど，い
ろいろとお教えになっておられ（中略），いずれ石川先生退官の後
は第二講座を引き授けることになろうことも考えておられたはずで，
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養殖と増殖とは区別すべきものか，区別すべきものならどのように
区別されるべきかということを，随分熱心に考えておられました。
（中略）文献を渉猟されるのは勿論のこと，中野宗治さんその他，
当時この方面の 錚 々 たる人達の意見を広く聴き，時にはこの問題を
そう
めぐる討論会を催すなど，ご自身の納得のいくまで，執拗なまでこ
の問題に拘わりつづけられたものでした 38）。
　この回想の一文からは，大島が物事を疎略にしない几帳面かつ生真面
目で誠実な水産学徒であったことがわかろう。
　続く日比谷の以下の回想は，生態学者として野外調査に従事した大島
が輝き充実感を覚えたエピソードをよく伝えている。
　本郷に移られて暫くの間は正式の教室員もほとんど居らず，いろ
いろと不自由のことも多かったことかと思います。二年目頃のこと
だったでしょうか。瀬付きアユの行動調査のお伴をしたことがあり
ました。フィールドは愛知県，岐阜県，長野県との県境に近い稲武
で，矢作川の最上流名倉川の清流が流れていました。現地の漁協か
ら何人かが釣師として参加し，当時名古屋大学に居られた羽生さん，
板沢さんも助っ人として駆けつけてくれたりで賑やかな調査になり
ました。友釣りでアユを釣り上げては標識を付けて放し，標識の付
いた魚が再捕されると放流地点，再捕地点，その経過時間などを記
録し，かなり忙しいことでした。解禁前のこととて釣果も大いにあ
がり，二日掛かりの調査は好天にも恵まれ，予期以上に順調に進み
ました。参加した一同も調査が調査だけに結構楽しみながら動いて
いたわけですが，とりわけ先生はまさに「水を得た魚」さながら
剌としておられました。久しぶりの野外調査で生態学者として充足
感をしみじみ感じておられたのではないでしょうか。とに角，先生
は野外で魚に接している時の姿が一番輝いておられたように思えて
なりません 39）。
　ついで昭和28年（1953）４月から新制の東京大学大学院の発足した折
に，田内森三郎教授の指導で進学を決め大島泰雄に師事することになっ
た田中二良（東京水産大学出身）の，大学院初日の大島のガイダンスの模
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様を伝える大島回想をみてみよう。
　お目にかかって雑談の後，先生は卒論のことを尋ねられた。そこ
で，マダコの資源生態について，水講一年を加えた五年間の学生生
活で調べたことをお話した。先生は時々 頷 きながらじっと聞いてお
うなづ
られたが，話が終わると「うーん，それは面白い，大学院でもつづ
けたらどうか。そーだ，どうせタコをやるんなら，蛸のことをなん
でも調べるといい。ほら，蛸のおもちゃを売っているだろう，それ
を集めるのも面白いんじゃないかな」。
　大学院での研究テーマについて戸惑いもあったことから，先生の
このお話は私にとって，胸のうちを見透かされたような気がした。
それから先生は立ち上がり隣室から小山治行助手を呼ばれて御紹介
くださった。
　この大学院初日のガイダンスは四十年以上も昔のことであるが，
先生の当時の容姿風貌，そして使われていた椅子，机さらに教授室
全体の状況を今でも思い浮かべる事ができる 40）。
　田中の入学した昭和 28 年には『水産増殖』（水産増殖談話会機関誌で，
談話会世話人代表が大島泰雄）が創刊されているが，刊行のための事務局
長の助手として田中がその任に就いた。
　編集実務の過程での田中の回想も，大島理解の重要な資料となろう。
　大変だったのは，原稿の校正である。先生は全編にわたって詳細
にチェックし，加筆修正された。それはまさに快刀乱麻を断つ感が
あった。（中略）先生は鉛筆それも極濃で太く，得も言われぬ個性
あふれた文字を書かれた。それが原稿によって数文字，数行，さら
に一節，場合によって頁全体に及ぶことさえあった。それを浄書す
るのが私の役目である。浄書といっても，そう簡単にはいかない。
当時，戦後のことで国語審議会により当用漢字や送り仮名が何回も
改正されて新聞に掲載された。先生はそんな事，いっこうに気にな
さらず，勝手に変えて怪しからんぐらいの気がまえをされていた。
それどころか旧仮名を使われて平然としておられた。しかし，浄書
するようにとの指示はそこまで直せの意と勝手に解釈して遠慮なく
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直させて戴いた 41）。
　田中の回想は大島研究室の水産実習と調査旅行にと及んでいく。
　大島研究室にはその後，松江研の平野氏が助手として来られ，私
は別棟の飼育室に移った。そして夏は学部三年生の水泳実習，冬の
大潮時には三崎臨海実験所に先生のおともをした。
　三崎の水産実習で磯採集のほかに簡易式の潜水実習を提案したと
ころ，先生はやろうと即座にOKされた。ごく浅いところを選んで
実施したが，あがってきた学生諸君の歓声を聞いて先生は満足げに
微笑んでおられた。（中略）次の年，勢いに乗ってアクアラングに
よる潜水実習を提案したが，教授会で通らなかったと先生は残念そ
うに言われた 42）。
　秋と冬の夜の大潮時の大島との磯採集した折，カバン持ちで同伴した
調査旅行の田中回想も貴重である。
　大潮時に磯採集するのは実に楽しかった。目的はバフンウニ。当
時は数人でバケツ一杯以上も採集できた。帰ってから先生と一緒に
総てのウニを一個ずつ殻長，重量，雌雄別の生殖腺重量を測定した。
（中略）調査旅行では応用研究のため先生のカバン持ちで福井，和
歌山など各地にお伴させて戴いた。もちろん新幹線の出来るずっと
前のことである。長距離はいつも夜行寝台，それも先生は必ず二等
三段ベットの最上段を所望された。規定旅費によれば一等下段をお
取りしなければならなかった。先生の選択理由は長身に楽であるこ
と，荷物が置きやすいことをあげられた 43）。
　その間，田中は千葉県にある東京水産大学の実習地に滞在して外房の
マダコの資源生態についての修士論文をまとめ，さらに昭和 30 年
（1955）４月には博士課程にすすみ，研究現場も茨城・三重両県に拡が
る一方，大島の引受けた応用研究に協力していくが，昭和 33 年（1958）
４月に小山助手が広島大学に転出したことで，田中が後任助手となり，
翌34年（1959）３月には学位論文審査もパスしたばかりか，大島夫妻の
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媒酌で結婚にゴールインする。
　その後，田中は三崎実験所に近いということで横須賀に新居を決め，
大島の指導を仰ぎながら研究課題では当時急速に発展してきたハマチを
中心とする海産魚類養殖研究に絞っていった 44）。
　やがて迎えた昭和 37 年のこと，田中に「大島先生から東海区水研で
横須賀市荒崎に増殖部の研究施設を造るそうだが行かないかとのお話が
あ」り，「新天地で思う存分研究に打ち込むのも面白そうだと考え」，田
中はこれを承諾する 45）。
　やがて，荒崎庁舎は完成した。そして毎分二トンの海水を使う施
設で，特別研究の予算の付くままに種苗生産，飼料，病理さらに薬
理へと研究を展開していった 46）。
　教え子に対する大島の田中に対するこうした指導ぶりや励ましとは，
教え子すべてに共通していたことが『大島泰雄先生を偲びて』（1995）
に寄稿した教え子たちの回想の記録を一読すれば知ることができる。
　５　農学部長就任と停年退官
　昭和 40（1965）11 月 21 日の東京大学農学部の定例教授会で２年ごと
の学部長選挙が行われ，大島泰雄は農学部長に選出された。
　当時，大島は農学部選出の東京大学評議員も勤めており，農学部では
小世帯である水産学科の教授が学部長に選出されることは，かつてなか
ったことであった。
　当日の模様を江草周三助教授は以下のように描いている。
　私達は，学部長はいはば雑用係であって，なにもいいことはない。
講座担任教授としての仕事は軽減されないし，特別の手当が出るわ
けでもない。研究室はもとより，学科という立場からすると，学部
長が出ることはむしろ迷惑であるくらいに考えていた。
　教授会が終わって水産学科の教授，助教授が，なんとなく大島先
生の部屋に集った。「えらいことになりましたね。お手伝いをする
ことがあれば，おっしゃって下さい」などと励ましとも慰めともつ
かないことを口々に言った。私の記憶では，大島先生は「うん，ま
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あ仕方がない。やるよ」ぐらいのことしか言われなかったと思う。
後日，私に「江草君，いままでどおりでいいよ」と言われた。
　大島先生は，とにかく余計な説明はせず，結論をひと言で言われ
るタイプであった 47）。
　こうして同年 11 月早々発令があり，大島農学部長が誕生した。
　講義は以来２年間，一度も休講することはなかったが，大学院の演習
は江草助教授に一任し，時間が許されると演習にも出席して若い水産学
徒たちとの議論に熱中した。
　江草の回想は続く。
　二年間，一度も私は学部長の仕事のことを尋ねたことはなかった
し，大島先生も話されなかった。
　昭和四十二年十一月，二年の勤めを終えて学部長を退任された。
その間，私が心配しなければならないようなことは，まったくなく
て，正直，私はほっとした 48）。
　大島学部長後の数年間は，幾人かの農学部長が２年の任期を勤めるこ
とができず，相次ぎ交替した。これは大学紛争に伴う学生運動が活発と
なり，学生たちへの対応に学部長が心身ともに疲労困ぱいする事態に直
面したからであった。
　ちなみに，この時期の農学部長の６名は以下の通りである。
大島　泰雄（水産学第二講座）昭和 40．11．８～ 42．11．７
畑村　又好（生物測定学講座）昭和 42．11．８～ 43．11．４
古島　敏雄（農政学・経済学第三講座）昭和 43．11．５～ 44．４．６
篠原　泰三（農政学・経済学第一講座）昭和 44．４．７～ 45．２．19
川田信一郎（農学第三講座）昭和 45．２．20 ～ 46．３．23
山田　浩一（有機化学講座）昭和 46．３．24 ～ 46．10．10 49）
　農学部長の任を解かれた翌 43 年（1968）３月 31 日，停年を迎えて大
島は東京大学を退官する。
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Ⅴ　香川大学農学部へ
　東京大学を退官するや，昭和43年（1968）４月から同46年（1971）３
月までの３年間，大島泰雄は香川大学農学部農業工業科海拓工学講座教
授に迎えられ，単身で高松の地で過ごした。
　香川大学に転出した経緯については，妻・淑が次のように記している。
　（昭和 42 年の）夏の暑い日に香川大学の前川学長が井上裕雄助教
授と二人でわざわざ茅ヶ崎の家までいらっしゃって，香川大の教授
の話が決まっていたからです。
　家では二七年に父が亡くなって以来，病弱な母の看病をわたくし
がして参りましたので，単身赴任となりました。引越しの日，公務
員宿舎で電気釜を買ってきて，ご飯の炊き方を教えて帰って来まし
たが，六〇才を過ぎてから初めての自炊は気の毒で，後髪を引かれ
る思いで宇高連絡船に乗りました。同じ宿舎に井上助教授が居られ
ましたので何かとお世話になりました。昭和四六年定年退官。その
少し前に母が八七才で亡くなりました 50）。
　大島を迎えた香川大学農学部では昭和 43 年４月に大学院修士課程が
設置されたが，当時の農業工学科は４講座から６講座に改組された直後
であり，教授陣の充実が何よりも求められていただけに大島の着任は，
香川大学にとって大助かりであった。
　なお香川大学での大島の生活については，田中啓陽が以下のように書
き残している。
　当時，先生は水産学会会長でもあり，その他水産資源保護協会等
の数多くの委員をされており，大変ご多忙の毎日の連続でした。更
に在任中の後半は大学紛争の中，香川大学の民主化，とくに教官人
事に焦点を合わされての紛争でした。その間，先生には人事委員と
して大変なご苦労をお掛け致しました。このようなご多忙の中，先
生は可能な限り私共との時間をつくられ，栽培漁業全般に係わるコ
ンセプトなど御教授されました。特に徳島阿南地区でのアユ養殖地
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の給排水機構に関しての調査時には，アユ養殖の具体例から，これ
からの水産工学の研究指針等を学んだことを昨日のように記憶して
おります。これらの教えは，設置されて日の浅い海拓工学講座の研
究基盤の形成に大きく生かされております。香川大学にお迎えして
の短い三年間でしたが，先生から受けた密度の濃い教えは，感謝と
共に，香川大学に何時までも継承されるように努力したいと思いま
す 51）。
　なお大島が香川大学在職中には次にみるような各種委員としても活躍
している。
　　昭和43 年（1968）８月　沿岸漁業振興審議会委員
　　　　　　　　　　９月　海洋科学技術審議会委員
　　　　44 年（1969）９月　香川県水産業基本対策審議会委員
　　　　45 年（1970）10月　沿岸漁業振興審議会委員・海洋科学技術審
議会委員 52）
Ⅵ　瀬戸内海栽培漁業協会着任
　香川大学退官後の大島泰雄には瀬戸内海栽培漁業協会（後に日本栽培
漁業協会に改組）常務理事のポストが待っていた。
　着任に際しては一つだけ条件をつけている。
　
　今の水産庁の沿岸漁業振興行政は，どちらかというとバラバラで，
これを総合化するHead-quarter がない。例えば水産庁企画課がそ
の役割を担えるよう体制を強化すること 53）。
　正式には昭和 46 年（1971）５月の通常総会で常務理事（技術担当）に
選任され，岡山県玉野事業場内に大島常務室が用意され，大島はここに
常駐して瀬戸内海５事業所の技術開発等の指導に取り組んでいく。
　瀬戸内海栽培漁業協会はその後「日本栽培漁業協会」に改組（昭和 53
年）されるが，大島は改組までの７年間，さらに改組後の３年間，合計
10 年間にわたり常務理事としての役割を果たしている。
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　大島が特に力をそそいだのは，技術職員の資質向上で，個別指導に当
たる一方，技術職員の相互研修の場として年１度の協会役職員全員出席
によるゼミナールの開催を提唱し，この提案は実現して恒例化され現在
に及んでいる 54）。
　その他，主な業績を列挙すると以下の通りとなる。
①『栽培漁業技術開発研究』の刊行（発刊は昭和 47 年３月１日で，
現在も継続）・年２回。
②種苗放流事業生産効果研究会の創設。
③協会研究資料の刊行。
④『水産増・養殖技術史料集（自上代至昭和［戦前］年代）（昭和
58年11月）。『水産増・養殖技術史料集・補遺』（平成元年）及び
監修『水産増・養殖技術史料集Ⅱ（自昭和 20 年至昭和 50 年）』
（平成２年）の刊行。すべて発行は日本栽培漁業協会 55）。
　いずれにしても大島は，現場で水産増養殖を研究する実践的な学徒と
しての姿勢を貫き通しながら，先人のわが国の水産増・養殖史料の発掘
にも情熱を傾けている点は，後進の者にとって大きな励ましとなろう。
　なお常務理事として活動している間に勤めた各種委員は次にみる通り
であった。
　　昭和 46 年（1971）７月　海洋開発審議会委員
　　　　　　　　　　９月　漁場利用調整中央協議会委員
　　　　　47 年（1972）２月　中央公害対策審議会専門委員（～ 1976.５）
　　　　　　　　　　11月　海洋沿岸漁業等運行審議会委員
　　　　　48 年（1973）７月　海洋開発審議会委員
　　　　　50 年（1975）９月　資源調査会委員（～ 1979.４）
　　　　　53 年（1978）９月　和歌山県海域総合開発協議会委員
　　　　　55 年（1980）９月　和歌山県沿岸漁場整備開発構想検討会委
員 56）
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Ⅶ　安らぎの日々
　香川大学農学部を定年退官した大島泰雄は種々の肩の荷が降りてか，
妻・淑に「自分はもう教育者ではないんだ」57）と語り，ある種の解放
感を味わっていた。
　瀬戸内海栽培漁業協会に入職して以降は，仕事の合い間をぬって，
「同好の士と，その土地土地の特徴のある窯元の湯呑茶碗を集めたり山
野草や蘭を集めて育てたり」58）している。
　また在職中の 10 年間は各事業所をまわって「若い人達と一緒に仕事
をしたり，新しい事業所の建設の為め土地選び等で，北は北海道の厚岸
から南は五島や沖縄県の石垣島まで歩き」59）まわっている。
　愛媛県の伯方島事業所に行った時には，「キジハタが産卵を始めたら
しく，水面に浮ぶ卵をすかし見たり日本で初めてのキジハタの産卵シー
ンをもっとよく見ようと水槽の周りを夢中になって廻っている中，深さ
1.5 米位あるコンクリートの空の排水路に落ちて暫くは動けな」60）くな
るといった事故にも見舞われている。
　70 歳前後頃からは上野で開かれる春と秋の院展には必ず行き，「一つ
一つぼそぼそと批評を言いながら熱心に見て」61）まわることに楽しみ
を見つけている。そして 70 歳を過ぎてからは「初めは孫の絵など
描」62）いていたが，その後，「西光寺から大蔵経を拝借して来て勉強し，
写真などを見て，何処のお寺の仏様かなど一々記録して，色と柄は自由
に描」63）き始めている。
　はじめの頃の大島は，来迎仏を描く機会が多く，「自分が死んだらこ
の来迎仏を掛け，自分の好きな鷺の模様の青磁の香炉で香をたくよう
に」64）妻に語っていたという。
　また当時，たまたま体調を崩している時の大島は終日絶対安静を守っ
て休み，体調が戻れば「楽しそうに絵を描いたりして，何時の間にか掛軸
一六本と色紙その他四〇枚位が残」65）るほどの打ち込みかたであった。
　大島の体調が大きな変調をみせだしたのは昭和62年（1987）頃からで，
平成４年（1992）の春，水産増・養殖技術史料集の編集・執筆をすませ，
校正中に「検査の為に八日間入院してからはすっかり弱って一字も書か
なくな」66）ってしまったという。
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　その後，平成６年（1994）１月23日に逝去されるまでの大島の日々の
模様については妻・淑の回想記録で知ることにする。
（平成五年の）暮に，栽培漁業協会から送られたカレンダーの写真を
みて「あ，フィロゾーマだ」と喜び最後の最後まで増殖のことを口
にして居りました。今年のお正月は床の上に起き上って，誕生祝の
料理を一口づつ口に入れて味わい，皆を喜ばせてくれました。子供
や孫達が順々に帰って二人きりになった時，初めて，「淋しくなっ
たね…」と呟いて宙を見つめていました。「別れ」を感じていたの
かも知れません。一四日の朝突然意識不明になり救急車で病院に入
院致しました。翌朝一たん意識を恢復して成人式の孫娘が振袖姿で
見舞いに来た時は二言三言話をし，私にも「早く帰ろうね」と言っ
ていましたが，又昏睡状態となったまま一週間。手当ての甲斐もな
く一月二三日午前一時半，子供達と嫁達皆で見守る中で静かに静か
に逝きました。自分が畏敬していた法然上人が一枚起請文を書かれ
た，浄土宗にとっては記念すべき一月二三日に浄土へ旅立ったこと
が，不思議な因縁と思えてなりません。戒名は鎌倉の大仏殿の高徳
院住職佐藤密雄師につけて戴きました 67）。
　ちなみに戒名は「顕真院究誉理学泰雄居士」で，享年 86 歳であっ
た 68）。
むすび
　大島泰雄には作家として著名な弟の覚（1912 ～ 1976）がおり，弟が父
の師僧であった武田芳淳の遺言に従って武田姓を継ぎ，また泰淳と改名
したのは昭和７年（1932）２月のことで，この時，泰淳は芝増上寺の加
行道場に入り，僧侶の資格をとっている 69）。そして彼の小説『良妻賢
母』（『中央公論・１月号』昭和 33 年初出）中には，敬愛する兄・大島泰雄
をモデル（小説では海野一郎で登場する）にして描いている。
　そこで本論考では，武田泰淳からみた敬愛する兄・大島泰雄像をみる
とともに，門下の野中忠が作成した「大島泰雄・研究業績」（著書等は省
略）を掲載して“むすび”としたい。
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　まず小説では大島泰雄・淑夫妻と家族とが紹介される。
貞子はたしかに，良妻賢母だった。夫も，子供たちも，親類みんな
も，とりわけ，口やかましいので有名な，海野家の老婆までが，そ
う認めていた。彼女の夫の海野一郎が，これまた申し分のない，良
夫賢父だった。見合結婚をしてから十五年間，おとなしい夫は妻を
愛しいたわり，おとなしい妻は夫を愛しいたわった 70）。
　ついで一郎の職業と学究生活に触れていく。
　夫の一郎は海洋学の研究者，官立大学の主任教授である。（中略）
一郎の方は，酒屋雑貨店がたった一軒あるぎりの，淋しい漁村の実
験所で，五年でも十年でもコツコツと，見ばえのしない一つ研究を
つづける辛棒人であった。副手から助手，助手から助教授，助教授
から教授とすすむ段階は，研究心という懐中電灯をにぎりしめ，ま
っくらやみの洞窟を，出口の遠さは忘れて歩みつづける根気の良さ
がなければ，とてもたどれるものではない 71）。
　研究生活に没頭する一郎の一途さとそれを支える妻にも言及する。
　造船や，水産の諸会社から，すばらしい条件の口がかかっても，
外界の誘惑や魅力は，一切よその世界の出来事として，耳も眼もふ
さいでなければならないのだ。細君の方も，灯台守になったつもり
で，ひそやかな「喜びも悲しみも幾歳月」をすごせる女性でないと，
モタないのである 72）。
　ここで作品は一転して，兄の一郎（大島）と弟の二郎（武田）容姿を
比較する。
弟は父親そっくりの，ずんぐりむっくりした体格だった。兄は美貌
の母親に似て，長身，やせぎすの渋みのある好男子だった 73）。
　やがて一郎は異動で淋しい漁村から東京に移り，「夫婦は，東京から
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一時間の海岸町に住」74）むことになる。
　この家は，「戦後，死ぬ直前に，海野の父が長男に買ってあたえ
た」75）ものであった。
　さらに弟の二郎（画家として登場）の一郎に対する評価の高さも，次
の会話文からうかがえよう。
兄貴は昔っから，頼りにならない男さ。だけど学者らしい学者は，
今どき珍しいからな。貴重品だよ。国宝ものだよ。みんな新聞雑誌
や，商業会社にコネをつけて，学問そっちのけで稼いでいるからね。
戦争と革命の時代には，モノの役に立ちそうもない男だけど。まあ
まあそう言わずに温存しといてやろうよ 76）。
　いずれにしても武田泰淳のこの作品を読んでみて，主人公は題名が示
す如く海野貞子であるが，それでもなお脇役であるはずの夫で水産学徒
である海野一郎，つまり兄の大島泰雄の実直で誠実な精いっぱいの生き
方にも暖かい目をむけ，ひたすら兄を励まし続ける二郎，つまり武田の
兄への深い思い遺りがひしひしと伝わってくる小説である。
　最後に「大島泰雄・研究業績」（著書等省略）を以下に掲載する（作
成・野中忠）77）。
　掲載に際しては，プリントを含む主要文献を初出年代項目順に配列し，
表題の事項は略記されている（共著も含む）。
　＜大島泰雄・研究業績＞
穿孔性生物　　穿孔性二枚貝（1933），フナクイムシ（1940）
イセエビ　　　卵付着糸，移動（1934），棲所（1935），幼生の食性
（1936），生態（1941），幼生の型（1942），変態期間
（1948），幼生飼育（1958），輪採（1958），蓄養（1959，
1960），小湊禁漁区（1960），資源培養（1976）
生活史・生態　ギマ（1941），モエビ（1942），アイナメ（1944），イカ
ナゴ（1950），ニホンアミ（1951），ウニ食性（1957），だ
るまアサリ（1958），二枚貝濾水量（1957），アユ卵付着
力（1958），アオリイカ（1961，1963），ナマコ（1961）
魚類養殖　　　川利用（1947），ボラ（1951），ウナギ（1954），スズキ
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（1954），汽水池のスズキ（1957），ウナギ摂料（1959），
ハマチ養殖の地域性（1966）
行動　　　　　白い背景の黒板（1948），魚の成群行動（1949），曳網中
の魚群（1950），２群の遭遇（1950），魚の引き（1953）
文献集　　　　カキ（1953）
藻場　　　　　稚魚（1954）
漁礁　　　　　築磯（1954），鴨居（1958），瀬ノ海（1959，1960），秋
穂（1960），資 料（1960）加 太（1961），人 工 漁 礁
（1963），培養漁礁（1972）
生産効果　　　耕転（1956），バフンウニ投石（1956，1958），イセエビ
禁漁（1957），アオノリ作澪耕転（1958），テングサ投石
（1958，1959，1960a，b），イワノリコンクリート面
（1958），効果算定方式（1958），海苔の整地（1959），ワ
カメ増殖法の効果（1959），岩礁爆破（1950），ナマコ投
石（1960），生産効果（1962），マダコ産卵施設（1972）
料性物　　　培養保存（1957），総述（1963）
漁業　　　　　走水タイラギ（1957，1958），ウニ（1958），ワカメ生産
（1959），ナマコの生産（1959），タチウオ（1974）
種苗生産　　　クロダイ（1959），コウイカ・アオリイカ（1961），生産
技術の基本（1976），事例（1976）
標識放流　　　イセエビ（1960），アワビ（1961）
移殖・放流　　サザエ（1965），放流・移殖事業（1966），クルマエビ生
産効果（1972），ブリ（1973），サワラ（1974），志度湾
／大海湾／別府湾クルマエビ（1974），移殖・放流
（1976），瀬戸内海クルマエビ（1976），瀬戸内海マダイ
（1979），瀬戸内海ブリ（1980），マダイ卵放流（1985）
蓄養　　　　　蓄養技術（1965），蓄養（1966），意義（1967）
環境　　　　　水温（1965），電気応用（1966）
栽培漁業　　　資源積極培養（1973），マダイ資源培養（1975），構想と
展 望（1975），役 割 と 可 能 性（1978），現 状 と 展 望
（1981），技術論（1983）
水産土木　　　10 年（1974）
海洋微生物　　開発利用（1974）
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海域総合開発　考え方（1983）
史料集　　　　起源と展開（1983），補遺（1991），Ⅱ（1992），発達史
（1994）
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Yasuo Oshima’s Self-Actualization and his Fishery Studies: 
A Life of the Elder Brother of Well-Known Writer Taijun Takeda
KAGEYAMA Noboru
（Professor Emeritus, Tokyo University of Fisheries）
ABSTRACT
　　Yasuo Oshima (1908 ～ 1994) was born in Tokyo. His father, Yasunobu 
Oshima, was both a jdo sect Budhist priest and professor of the science of re-
ligion in Taisho University. Yasuo had a younger brother, Taijun Takeda, 
who entered Tokyo University to study Chinese literature but withdrew, and 
became a well-known writer in Japan later.
　　Yasuo also entered Tokyo University to make a special research of fisher-
ies science, and produced many scientific achievements. So he could become a 
professor of Tokyo University. His career as a scholar was steady and honest.
　　And so the author in this article attempts to reveal Yasuo Oshima’s life 
as a scholar and educator.
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